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　４年生が鹿島浄水場に行きました。職員の 　５年生が１泊２日の宿泊学習で小見川青少年自然の家に行きました。ウォークラリー
方々のご苦労を知り、大切な水を無駄遣いし やカヌー体験、七宝焼き、キャンドルファイヤー、野外炊飯等を体験しました。自分た

ないようにしたいとの考えをもちました。 ちで調理したカレーライスはとても美味しく、たくさんの人がおかわりしました。

　３年生がリコーダー講習会を行いました。 　児童委員会が、挨拶運動を行いました。また、 　６年生が陸上記録会を行いました。多くの

メリーさんの羊を全員で合奏した後、講師 お昼の放送では挨拶クイズも出題し、全校児童 児童が自己記録を更新しました。ご参観くだ

の先生のすばらしい演奏を鑑賞しました。 に挨拶の大切さを呼びかけていました。 さった皆様ありがとうございました。

　２年生が北浦湖岸自然を守る会の皆様のご 　潮来二中学区小中合同引き渡し訓練を行い 　環境委員のみなさんが、サルビアやマリー

協力で、休耕田にひまわりの種をまきました。 ました。保護者の皆様のご協力により概ね順 ゴールドの苗を花壇に植えていました。蒸し

畝の中央に、上手にまくことができました。 調に引き渡しを行うことができました。 暑い中でしたが頑張ってくれました。

 
授業参観などをしていると、子どもたちの言動にハッとさせられることがあります。今回は、 

そんな心温まるエピソードを３つご紹介します。 
拍手でお出迎え 
　２年生が、ひまわりの種まきを終えて学校に帰ってきたときのことです。昇降口に向かう２年生に、ちょうどそこに 
居合わせた５年生が、「頑張ったね。」と声をかけながら拍手で迎えてくれました。拍手を受けた２年生は、とても誇ら 
しげな表情を浮かべていました。その光景を見て、私は２年生にも５年生にも心から拍手を送りたくなりました。 
算数の授業でのやりとり 
　ある学年の算数の授業での出来事です。その時間の課題は「容積を求める」こと。先生が、「外寸だけでなく、容器の厚さも考慮しな

ければならないよ。」と注意を促すと、児童は「大丈夫ですよ。」と答えました。先生がさらに「でもテストでは間違えてしまうこともあ

るよ。」と補足すると、児童は少し考えてから、「ああ、そうか。（式が複雑になって）答えが求めにくいときは、要注意ですね。」と返答。

先生が「かしこい。」と褒めると、その児童は「先生の教え方が上手なんですよ。」と言いました。そのやりとりに、私は思わず心の中で

「あっぱれ！」と叫んでしまいました。 
校内陸上記録会 
　好天に恵まれるとともに、クラスメートからの大きな声援に後押しされて、多くの６年生が自己ベストを更新しました。その中で、ひ

ときわ印象的な場面がありました。それは、走り高跳びでのことです。通常、バーの高さは、全員の試技の結果が確定したタイミングで、

あらかじめ決められた高さの分だけ上がっていくのが一般的です。しかし、今回はエントリーした４人が相談しながら高さを決めていま

した。「次は３ｃｍ上げようか。」「次は１ｃｍだけにしよう。」この光景を見ながら、「チームとして記録に挑戦しているんだな。」と感心

しました。競技終了後、二人が校内記録を更新するなどの好結果に、お互いが健闘をたたえ合っている姿は、きらきらと輝いていました。 
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